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ご久檻 |(“感謝

私、園部一成は、ここ門真で生まれ育ち、人生節目節目で・運
:に

恵

まれ、多くの方々に助けられながら、企業人として一定成功してまいつ

ましたが、愛する門真をもっともっと良くしていきたい、自分の生き方

として社会に貢■したいとの思いから、昭和62年 49歳で門真市議会

議員に立候補し視圭運3そ の後、平成3年 53歳で大阪府議会議員と

なり、そして、平す
~T=6月

67歳で門真市長に就任いたしました。

およそ30三 百 三■ :1政治家としての歩みは、こ支援賜りました市

民の皆様t'う τて∫〕ことであり、市政運営では、私の考えをご理解下

さり、こ菫]iして.ttき ました市議会議員の皆様や職員がいてのこ

とでありまし,■
=

私 |ま 、
=」

[と ■

'T長
就任3期 をもって、その職を退くことといた

しますが、こ■貢
="ま

して、私の政治家としての歩みを簡単に振り

返り、3キ i 三 二及
=高

長就任期間の総括を行い、長年に亘りこ支

援を賜りました百三の皆Iま に、門真はこんなに変わったと確信し合う

とともに、未来への≒菫につなげていくことを願って、この小冊子を発

イ予いたしました。

市長は替わりま丁が、これからの門真を考える上で、ご参考にして

いただければ幸いです。

永年に亘り、こ支援を賜りました皆様に、改めて感謝申し上げます

とともに、皆様のこ多幸を心より祈念いたしております。

赳鞣
をよ

踪



苦労を肥やしにした一本の巨木
～園部市長への哀悼と感謝の気持ちを込めて～

後援会会長 岡本 馨逸

平成28年 (2016年)6月 7日 早朝、園部一成門真市長がご逝去されました。

享年78歳、市長3期日、第二回定例市議会の開催期間中に、病と闘いながらも職務を遂行されていましたが、容態が

急変し帰らぬ人となりました。

園部市長は、就任期間を1年残して旅立ちましたが、実は、市長自ら就任期間の実績を踏まえた総括や支援者の皆

様への感謝の思いを冊子とすべく、死の直前まで検討されていました。最期の最期まで、門真市民のこと、門真市の将

来について気にかけてくれていたのです。

じ 量[趾ミ]『RT響鷺こ暫lr":][[漫「ffT磐橿Lttξ[jⅧXlll仄碁饒部一
成と共に歩んできました。彼は、まさに「若いころから苦労を肥やしにして、人のためにと真っ直ぐに伸び、枝葉を繁ら

せてきた一本の巨木」でした。

私は、市民を思うその熱き志に共感し、昭和61年の市会議員選挙の半年前から後援会長を引き受けてまいりました。

この間、園部市長を支援してきた私たちからもご支持を賜りました皆様に、心より感謝申し上げますとともに、在りし

日の園部一成の思いと行動、市政改革の実績、未来ある門真を皆で確認したいと思います。園部一成門真市長への

哀悼と感謝の気持ちを込めて、ご一読いただけましたら幸いに存じま丸

政治家になるまでの園部―成

1938年 (日召和 13年 ) 8人兄弟の長男として4月 1日  門真市に生まれる

、夕 1950年 (昭和25年 ) 大和田村立小学校卒業

1953年 (昭和281三 ) 守国市立第―中学校卒業

1956年 (昭和31有三
) 大阪府立四條畷高等学校卒業

1960年 (昭和35年 ) 関西学院大学法学部卒業 光亜証券に入社

1963年 (昭和38年 ) 医療機器メーカー高園産業 (株)設立 代表取締役就任

1980年 (昭和55書三) (株)ニチヤク 代表取締役就任

1981年 (昭和56有三) 高園店装 (株)代表取締役就任

1982年 (昭和57年 ) 高園木材工芸 (株)代表取締役就任

高園エンジニアリング (株)代表取締役

(株 )」 DB、 (株)M⊂ A、 システムサイエンス等

数々の代表取締役に就任

1987年 (昭和62年)1高 園産業 (株)相談役就任

1993年 (平成5年)1高 園産業 (株)本社ビルを門真市柳田町に竣工



政治家になつてからの園部一成

門真市市議会議員初当選

2339票 獲得し、2位 当選

|■ 十■||||11111● |■ |

大阪府議会議員立候補のため1期 で辞任

■||■ |■ ■1■■|=|
大阪府議会議員初当選 (4期 途中まで就任 )

■■|■ ■|||||||■ ||■ |

門真市長選挙立候補のため辞職

門真市長選に出馬、初当選
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公直無私の信条で市政の舵取り

鯉 ■■量 21妻匙担塾_奎_     墨登塾竺 AttI里△三_
¨ LiC=蜜』DΩ信条α星星ゴど、この意味は「公の職に就

く者は実直を旨とし、私欲で行動 してはならない」という考えを信条とす

ることです。私も、同様の信条を持ち政治家となりました。

6市長に就任し、まず初めに行ったのが、市長在任期間中の特例として市長

曇騨途盗』撻塑∠童上上二、毎旦⊇亜皿睦2屋を担減旦上L主上′た。二ね過_
二壁獲聾途涯墜座塾例ゴ少△念ヱp効果額は11年 の在任期間で試算

すると、合計悉重
=生

聖曼円にもなります。
また、私 は、すぐさま市長専用の公用車も廃止いたしました。皿 員誰も

少型旦F主登△旦皇三■登聖三%無 駄と非効率 を解 消 したのです。

この考えは様々な行政運営に活かしてきました。そして、その効果額を

市民サービスの充実に振 り向けていきました。



成せばなるの信金 が “Fl真の奇琳"を 生む

米沢藩の財政再建を果たした上杉鷹山の「成せばなる。成さねばならぬ

何事も。成 らぬは人の成さぬなりけり」という有名な言葉がありますが、

私も経営者、リーダーとして常にこの信念で事に接 してきました。

多くの市民の皆様から『門真の奇跡」と評価を頂いております代表的な
ものに、       化と四宮土地区画整理事業の完結があります。

が、大阪府内

までになりました。また、国保渾営では約59億

また、四宮土地区画整理事業では、着工から40年を超えても終結が困難と展_
辱堕失塾企比コ夏塾丞勲 、ヾ現状分析を行い、しっかりと財政的展望を持ち、

必ず終結するとの決意で臨みました。その結果、誰 Lもが権利者の増大で困 __
難に見えた区画整理を財政的にも無理なく完鐘二些全ユ動滋整量↓た。

と思うと同

時に、リーダ=と しての姿勢の重要性を噛みしめるものとなりました。

国保累積赤字
翻
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※千万単位を四捨五入

となる特別調整資金等を毎年獲得 しています。

国保と市民税の収納率の推移
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私はこれまで市政運営に際しまして、誠心誠意取り組んでまいりました。

市民の皆様に何ら恥じるところはなく、いわゆるトポス跡地問題につきましても、現在、係属

中の住民訴訟の場で私どもの申し上げていることが真実であると、必ず証明されるものと考

えております。

よりも、恥の文化といいますか、日本人として、恥をかく

までの恥であるという、こういう家系に私ら育っておりま

すから、子ういうことは絶対にいたしません。
平成28年第 1回 定例会 (H2839)で、「トポス跡地問題」
に関する市議からの質問に園部市長が答弁 (抜粋)

はっきり申し上げておきます。



「内なる改革(150項目)』 で380億円の財源を捻出

平成 26年 度までの 10年 間で 150項 目を超える徹底 した「内なる

改革」を中心とした行財政改革を実施 し、380億 円を超える改革効

果を生み出し財政の健瞼《懃奄実%。

市民サービスヘの影響を極力避 けながら、徹底 した「内なる改革」、

つまり、職員の給与や人員の削減や電算活用による事務の合理化・

効率化の推進、組織・機構の簡素 。合理化等徹底 した運営体制や業

務内容 。方法を見直すことで、新たなまちづくり、市民サービス向上

への財源を生み出してきました。

「地晨晰躁楡鰤綺慇慶こ基づく
r早蝠楡瞼綺囃雉冬鰈』からの脱出

平成 19年 度から夕張市の財政破たんを受け、国は「地方財政健

全化法」を制定し、4つの財政指標を定めました。そのうち、本市

では連結実質赤字比率が、平成 19年度から「黄信号」が灯る危

機的状況でしたが、急速に改善を実現 し、平岨

す。

各種基金の積立状況
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陪 鰤TX調整基金の推移 ■その他目的基金

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

各種は瞼瘍隧盪、経常収支比率の歌な躇

安定鶉躁躊躁邁鸞鰺質『こ導く

財政調整基金 は平成20年度の枯渇状況から、20億 円前後を

基本として積立 しており、左のグラフのとおり、各種 目的基金を

i:ilま I繁]曇I髯増II11lf[ま ittfi麦糧逢電炉

います。

洟蘊釉柄瘍靡覺黎祠絣、積極投資でまちづくり颯ぽ

硫鐸鶉熾脩隧澁鬱鮨飩悽債費を減少

行政目的別市債とは、本市の施策による独自の借金ですが、この間、減

少させてきました。臨時財政対策債とは、地方交付税が入るべきところ

が、国の予算が足りないために市に借金させて、その分の負担を国が交

付税の計算に算入するという特殊なもので、この部分は増えています

が、本来、国が手当てすべきもので、元利とも理論的には国から交付さ

れています。

連絡実質赤字比率の推移

1700 1700 1703 1704 1702 1699 1696 1696

赤字解消

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

la63 1ロ

臨時財政対策債と行政目的別市債の推移

郎
５００

４００

３００

２００

１００

。

■ 臨時財政対策費 ■行政目的別市債

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26



民営化・含理化 ;こな蝙塁辣鶉凸蝠隧褪褥枡覺鰊蛉瘍雉瑕⑬醸巫咎驀鞣飩瘍莉趙鶯嗚躊

鷺 方 沐 忘 講 鯉 瘍 筑 l端 鑑 器 鷲 鰊 馨 鬱 翼[筵鱚 ミ 堰T■
とは民で」を基本として取り組み、新たな市民サービスを増やしながらも正規職員の増加を抑えてきました。また、人件費

は国準拠を原則として合理化し、ラスパイレス指数は国基準以下ともなり、総じて人件費総額を大きく削減しました。

正規職員数の推移

人

1200
1100
1000
900
800
700
600

0
H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

人件費の推移

億円

120
110

100
90
80
70
60
50

H17 H18 H19 H20 H21  H22 H23 H24 H25 H26

瘍 脩櫃渫瘍褥縣隋熙颯瘍嘔跛

市長就任以来の行革による効果額は、平成26年度決算までで約

380億円に上ります。

この効果額を数多くの新たな新規施策、市民サービスの向上に振

り向けていきました。

まちづくりへの投資を行いながら、市民の声に応えていくためには、

引き続き、行革を推進する必要があります。今後はとりわけ、公共施

設の在り方等を精査していくことが求められています。

行革効果額の推移

翻
４。。
３５。
３。。
２５。
２。。
１５。
‐０。
５。
。 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

今の財政状況をどう見るか?財政再建は果たせたのか?
私が采配を実質的に振るった平成 18年度以降の決算状況の推移から総括すると、行革大綱を策定 し、

平成 19年度より、きめ細かな行財政改革推進計画 (案 )、 国保改善計画 (案 )等 を定め、「選択と集中」を

行ってきた結果、100を 超える新        施 してきたにもかかわらず、財政状況は大幅に改善で

きています。

平成 19年度決算から施行された「地方財政健全化法」による連結実質赤字比率で、本市は「早期健全化

ρ危壁i真面しだゴ塾塾全旦2手型匡⊇≦型上が、平
工 ^― ニ ー ーー …

.― ^ ヽ 一 ′ , 
一

― ´  .  .   ‐― ‐                

―

ています。また、基金の積立ても安定 しており、経常収支

比率も100を 切るまでになっています。

債金も目的別で減らしており、公債費も削減 しています。

危機に直面していた財政再建は、目標どおり成功しました。



教育向上へ鰊取組み
将来のF5真 市が都市間競争に勝ち、持続可能な自律発展都

市へと成長 していくには、戦略的なまちづくり構想が必要

です。そのための第 1の重点施策が教育の向上です。教育環

境が良いまちは、子育て中の若い世代の転入を促すととも

に、転出をくい止め、世代を超えた定住都市となります。

そのために、教育。学力の向上へむけた施策への投資は、欠

くことができません。市長就任以来、最も力点を置いてきま

したが、平

大きな成果が現われてきています。

目着実に伸び行く学力向上の動き(平成27年度全国学力・学習状況調査より)

Q■Jヽ学校  文科省による標準化得点を活用した全国値経年比較

驀 全国  ‐ 国語A 讐 国語B ‐ 算数A ―X―算数B

まちづ
「
くりへの取組み

■中学校  文科省による標準化得点を活用した全国値経年比較

100 100 100
100

95

90

85

讐 全国  +国 語A 機 国語B 讐 算数A ―X―算数B

貶鰺褥蠣瘍麒鑢笞蛉魏

市街化調整区城 (J堕墾聾歴 )の まちづくり

北島地区の第二京阪道路の東側 については、市街化調整区域のまち

づくり協議会への支援を行い、平成 27年 度に市街化区域 に編入さ

れました。

現在、土地区画 が予定されており、雇用

た、今後は、北島西地区のまちづくりに向けて、引き続き支援 して

の拡大及び税金の増加が見込める状況になってきました。

いきます。



府営門真団地の建替え整備とまちづくり

府営門真団地の老朽化に伴い、府と市で「まちづくり会議」を設置

し、平成25年度より新築建替えを進めています。すでに1期 工事が

完成し、現在、2期 工事に入っていますが、空いた土地に市立の認定

こども園と消防署の建替えが予定されています。

また、団地を高層化することに伴い空地ができるため、市としては、

そこに、防災機能のある運動広場。公園の整備を計画しており、これ

からの街並みの変化が楽しみです。

大規模公園の整備を計画中

縣霞3二夏7鵞k趾穐晶ヒ課19
市民の暮らしや災害時に欠かせないものであり、私

は、計画的に一定規模の公園を整備することが必要

と考え、具体的に動き出しています。

水路の整備と親水空間の
ネットワークづくりを推進中

市内に数多くある水路を親水空間として残 し「緑と水辺の空間」と

するか、歩道や自転車専用の遊歩道にするか選別し、計画的に整備

しています。

○砂子水路の整備計画中

○北島地区の親水空間を整備中

dP第
3水路等遊歩道化実押中

道路・交通網0公共交通インフラの整備

○市立第一中学校跡地に市民交流広場を計画中

○中町地区に大規模公園を整備予定

○門真団地の南部に多目的運動広場と防災機能のある公園

を整備予定

○東田町に公園を整備中

○第二京阪道路高架下ゾーンに公園整備

第二京阪道路の開通に伴う交通量等の変化に対応し、都市計画決

定された道路の位置づけを見直し、順次、歩道及び車道の拡幅等

快適な道路整備を推進しています。

○大阪モノレールの八尾市近鉄線までの南伸決定

○京阪大和田駅・古川橋駅、西三荘駅にエレベーター設置

補助を行い実現しました。

○モノレール門真市駅のホームに可動式安全柵を設置する

補助金を出し、実現しました。

○京阪古川橋駅に急行停車を要請中

○コミュニティーバス「がらすけ号」の運行開始

○大和田茨田線の拡幅を計画し調査を開始



下水咤蠅凸鱚麒蜻輻蝙笏鰊攣晰之巫餡炒貶骰倅

下水道の普及率は都市のバロメーターです。

生壺飯埜%fh上墓⊇重翌理聖二笠三こは、約88ィにまで引
き上げました。現在、平成28年度末で90%超えを計画してお

― ―

      ―

り、人員・予算を増加させて早期の達成を目指しています。

また、二のことで、浄化センターの見直 しを行い希釈放流によ_
る経費節減の方策を検討・調整しています。

腋鈴づ冬枡饉饒舒幼鑢磯襴にし、ハード面での見直しゆ靱慮心入屁

下水道普及率の推移
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自治基本堡塑」というソフト面での整備に続き、より良いまちづくりのため、八一ド

面での規制強化や各種助成制度を創設し、環境整備や安全に暮らせるまちづくり

を推進しています。

○戸建住宅の最低敷地面積を見直し

○耐震診断補助制度拡充

○木造住宅等建替促進事業開始

○危険廃屋除却補助事業開始

○各種まちづくりの基本計画を策定

○環境基本計画・基本条例を策定

産業の振興への取組み
産業の振興は、まちづくり推進の基盤を保障する重要

な施策です。市内産業が発展する支援を行うことで、

地域の雇用を生み出し、また、企業の発展で税収も向

上し、まちづくりへの投資財源を確保していくことにな

ります。

さらに、産業の振興は、国や府の施策とも連携していく

ことが大切ですが、その連携が密になる体制づくりも

推進しています。平成27年度には、地方創生総合戦略

を策定し、国の補助金を確保しながら新たな産業の支

援策を取っています。

○中小企業サポートセンター開設

○ものづくり企業ネットワーク事業開始

○産業振興ビジョンの策定と事業所調査の実施

○ものづくり企業立地促進補助事業創設

○企業創業支援補助事業開始

○メイドイン門真補助事業等開始

○カドマイスターを探せ事業開始



子ども施策の充実
子ども施策の充実では、

瑳填凩寛厖碁ξず文(黙魃猾沐畿彗拶署1線                
行
攘≦層≦も子育て支援事業計画」を策定し、認定こども園の整備や保

償化の拡大等を進めてきましたが、市として「教育大綱」を平成27年度に策定し、それと連動する形で教育委員会が平

讐頗層32凛織熙覇界香瑾だ‡i獣藁嚇瑞呼褥飩汁霧
28年度より施策を展開していく基礎を確立しました。

鳩 溺

H2210以 前 3歳まで 3歳まで

H2210～ 就学前まで 就学前まで

H247～ 小学校3年 まで
小学校3年まで

H2510～ 小学校卒業まで

H2710～ 中学校卒業まで 小学校卒業まで

子ども医療費の無償化拡大の経緯

(平成22年度から毎年のように拡充)

日保育定員拡大の動き
平成28年度から大幅に待機児童解消のため、保育定員を増加

○施設整備への補助

→28年度末で234人拡充見込み

○幼稚園の認定こども園への移行促進

⇒28年度末で90人拡充見込み

○認可外保育施設から認可保育施設への移行支援

⇒28年度末で 13人拡充見込み

○認可外保育施設から小規模保育事業への移行支援

⇒28年度末で50人拡充見込み

女性施策の充実
平成 27年 度より京阪古川橋駅の高架下 に「女性サポー トステーション」

(通称「WESS」 )を 公約通 リオープンいたしました。女性への直接的な支援

として、雇用や子育て等の各種相談機能はもとより、キャリアアップのための

講座や男女共同参画の取 り組み等も行い、窓国の一本化にも対応 した機関

としています。

目WESSの 事業内容

■女性の悩み解決サポート

①女性のための相談 ②子育て支援情報の提供

■就労サポート

①就労相談 ②キャリアカウンセリング

③キャリアアップセミナー

■エンパワーメントを支える学習・啓発サポート

①情報ライブラリー

②ワーク・ライフ・バランスなどの学習支援・啓発



コンパクトシテイー朧蝙 充実
本市は市域面積がもともとコンパクトでありますが、そのメリットを最大限に活かした街づくりを推進していこうという

考えが基本にあります。道路や下水、公園等のインフラ整備を強く推進することで、このコンパクトなまちが活きるととも

に、公共施設の整備。再編を推進し、ネットワーク化していくことを目指しています。

平成26年度末に都市再生整備計画を策定し、国の補助金を確保していますが、この補助金を有効に活用したまちづく

りを推進しています。また、28年度中には、立地適正化推進計画の策定でより具体化することを計画してます。

■門真市1ヒ部地区の計画

【基幹事業】

☆図書館整備事業

☆生涯学習施設整備事業

★交流広場整備事業

☆ (仮称)第三中学校区地域協働センター整備事業

【関連事業】

★幸福町・垣内町。中町地区住宅市街地総合整備事業

☆中町地区土地区画整理事業

☆幸福町・垣内町土地区画整理事業

(仮称)

■門真市南部地区の計画

【基幹事業】

☆門真第9水路改修事業 (親水空間)

★ (仮称)第 七中学校区地域協働センター整備事業

★北島東地区アクセス道路整備事業

★第二京阪道路側道改修事業

【関連事業】

★北島東土地区画整理事業

【提案事業】

★門真南駅周辺まちづくり活動推進調査事業

t

地域協働センター構想とは
地域会議等の地域の住民の皆さんが指定管理者となり、センター運営を行い、コミュニティー活動や生涯学習はもと

より、地域の課題に応じた事業を実践していただきたいと考えています。

避難所は学校等となっていますが、よりきめ細かな、人に応じた対応が求められています。このような場合に、地域でき

め細かく対応でき安心・安全な場所の確保も一定数必要です。地域協働センター構想では、そのことも想定しながら

検討してきています。

地域の皆様がコミュニテイーを深め、協働の出会いとなる場所は、今後の市の発展には欠かすことのできない施設で

あると考えています。

公民協働施策の充実
地 域 会 議 で 市 民 が 主 人 公 とな る 自治

人口減少・少子高齢化社会に入っている日本、そして門真市、全国のほとんどの自

治体にとって、公民協働による市政運営は、これからの時代に欠かすことのできな

い動きです。多くの自治体は生産年齢人回の減少による税収の低下の一方で、

2025年問題といわれる団塊の世代が75歳以上の後期高齢者となり認知症をは

じめとした介護や医療費の増大で社会保障費の増加、また、子どもの貧困問題に

よる学力の低下・貧困の連鎖等、今日の状況よりはるかに厳しい現実が予測でき、

複雑・高度化した市民サービスに対峙していかなければならずJ地方の疲弊」「都

市間競争」に対応した「自治体の生き残り施策」や「持続可能なまちづくり」を構築

する必要があります。

誤挿鮮∬菖L警勤:珠奮ザ器躙巽義銹鰊呻驀I

組みづくりが必要であるためです。

この自治基本条例の根幹を成す仕組みとして中学校区糞上の_I理壁蛭邁≧設立

を推進してきました。地域会議は、地域の住民や各種団体、そして市役所が協働

して、自主的にきめ細かく地域の課題を解決していく組織です。



市民の暮らしを守り発展させる新規・拡充事業を実現
徹底した『内なる改革Jで生み出した『行革効果Jの財源を活用し、100を超える数々の住民サービスの向上を実現

・市役所窓ロリニューアル事業

・市税コンビニ収納開始

・各種指定管理者制度導入
。子ども安全見守り隊の巡回等開始

・住宅表示事業の推進

・図書館予約システム導入
。なみはやドームプール利用補助の拡大
。さわやか訪問収集開始

・市立保育園延長保育拡充

・2歳 6カ 月児童歯科検診開始

・乳幼児医療費助成拡充

・地震八ザードマップ作成
。自主防災工具貸与開始
・青少年運動広場防球ネットかさ上げ実施

・障がい者日中一時支援事業開始
。つどいの広場事業実施
。まちかどデイハウス拡充

・母子家庭技能訓練補助開始

・全小中学校にAED設置
・センサー付防犯灯設置補助

・校区かどままつり補助開始 ・民営化保育園施設整備補助

・民間保育園障がい児保育補助制度開始

・多重債務相談事業開始
。国保料コンビニ収納開始

・市立保育園施設整備
。まちかどデイノヽウス拡充

・民間保育園休日保育開始

・生涯学習センター多目的室防音設備整備
・図書館・公民館空調設備整備
・地域子育て支援事業開始

・文化芸術振興計画策定

・納付勧奨コールセンター設置

・宮前町自治会館用地確保

・四宮土地区画整理事業の完了     ・スポーツ予約システム導入      。太陽光発電システム設置
・地域防災無線デジタル化       。ブックスタート事業開始       ・第2京 阪道路環境監視事業開始
・同報系無線設置と          ・民間保育所緊急施設整備       ・環境センターリサイクル施設等

全国瞬時警報システム導入      ・乳幼児医療費助成拡充        長寿命化計画策定

:華量軍蟹貫frfで当ξ≧面改修    
°おやこ絵本ふれあい事業開始     ・電子入札システム導入

。′夕ξら ヵ 珍

・子宮頚がんワクチン等公費助成開始  ・防犯カメラ設置補助開始       。消費生活センター移転
・乳がん個別検診開始         ・社会教育施設予約システム導入    。こんにちは赤ちゃん事業開始
・生活保護自立支援対策        ・コミュニティーバス導入        ・ホームページ機能拡充
・病児保育事業開始          。指定管理者制度の拡大

・乳幼児医療費助成拡充 ・地域避難所案内板設置        。旧北小体育館、グラウンド開放事業
・小中学校給食食器改善

銀 :郵鴇 晰
%≧ 塊葛磋隼墓岳:凛げお1施・小児慢性特定疾患児日常生)

給付事業開始 設置補助       ・旧第六中学校体育館、
・難聴児特別補聴器交付事業開始    。「もったいない」普及促進事業開始   グラウンド活用事業
・高齢者バスカード導入 。市制50周 年記念誌発行       ・三ツ島地区住居表示事業開始
・歴史遺産整備事業開始 ・イメージキャラクター制定事業     ・市ホームページのリニューアル
・駅前サイクルラック整備 ・小学校耐震化完了          ・市民特派員制度の導入

・市民公益活動支援センターの移転   ・住居表示の実施           ・自治基本条例の制定
・水路敷有効活用事業         ・こども医療費助成拡大

・(仮称)地域協働センター構想     ・市立幼稚園の再構築で通園バス運行  ・35人学級の実施
・窓ロサービスの改善          ・市立こども発達支援センターの開設  ・門真市中小企業サポートセンター機能拡充

・まちづくり基本条例の制定       ・門真市総合体育館建設        ・総合教育会議の設置、教育大綱の策定、
・地域防災計画の改定         。こども医療助成事業拡大       教育振興基本計画の策定
・北島東地区の市街化区域編入     。南認定こども園整備         ・女性サポートステーションの開設




